
幻

一

年

配

閥

時

地

一

民

民

民

関

川

一

国

言

問

怖

昨

日

一

生

日

拐

刊

日

一

厚

相

1

耐

月

寸

H
H
I
H
H
Il
l

a
u
-
ロM
2

・

作

一

一

誠

刈

臨

時

拡

額

貯

5

一
柄

K
日

時

事

る
下

和

一

故

肝

同

~

く

あ
参

昭

一

事

用

開

嶋

一

戸

初

滑

一
苅

6

械
ー
が
聞
広

側

p
ら

や
り山コ

求

‘

，

M

十
列、

M
V
 
よだ

川
政
州
市
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構議重量かな創造性を

母と子のふれあい
母と子の絵画教室が6月2日中央公民館で聞かれま

した。

この日集ったのは、お母さん14人、幼児や小学校低
学年の子どもさん18人でした。

乙の教室は、お母さんと子どもが一緒に絵を描く乙

とで、共通の話題ができ、母と子のふれあいの中で、

情操豊かな創造性を養おうと秋山和子先生の指導で聞

かれております。

1回目は、お父さんの古いワイシャツなどに可愛い

人形や果物など思い思いの絵を赤や黄、青のマジック

で描き、きれいなガウンや遊び着をつくり、楽しいひ

とときを過しました。

可申担~&.:-:....~~"~&品~.~~~.. ーw~~..~...~~~官~~... ~.~~晶子再

絵画教室
官一一-一一一一一一一一一~

中央公民館
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毎月 1日・15日発行 発行所/大村市役所 編集/秘書広報課 印刷所/九州巴版株式会社

O 

こ

乙

を

と

じ

て

く

だ

さ

し、

O 
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心訓かうまキlL1tl選挙
通常選挙貝参議院議

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
は
次
の

こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う

O
棄
権
は
あ
な
た
が
政
治
に
参
加

す
る
権
利
を
自
ら
放
棄
す
る
乙

と
で
す
。

一
票
の
積
み
重
ね
が
政
治
を
良

く
す
る
こ
と
を
認
識
し
よ
う
。

O
わ
が
国
の
政
治
は
内
外
と
も
に

転
換
期
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

候
補
者
の
政
策
と
人
物
を
よ
く

見
き
わ
め
て
一

票
を
投
じ
よ
う

O
今
回
は
公
職
選
挙
法
と
政
治
資

金
規
正
法
が
改
正
さ
れ
て
か
ら

初
め
て
の
参
議
院
選
挙
で
す
。

情
実
や
買
収
・
供
応
な
ど
は
す

す
ん
で
排
除
し
よ
う
。

不
在
者
て投
き票
まも
す

投
票
日
の
当
日
、
次
の
よ
う
な

理
由
に
よ
っ
て
、
ど
う
し
て
も
投

票
所
に
行
っ
て
投
票
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め

不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。な
お
、
不
在
者
投
票
用
紙
な
ど

の
請
求
は
前
も
っ
て
す
る
乙
と
も

で
き
ま
す
。

マ
不
在
者
投
票
の
で
き
る
理
由

①
投
票
区
の
区
域
外
に
お
い
て
、

職
務
ま
た
は
業
務
に
従
事
中
の

ルー11，_守って
きれい亀選挙

人
②
や
む
を
え
な
い
用
務
ま
た
は
事

故
に
よ
り
市
外
に
旅
行
中
ま
た

は
滞
在
中
の
人

@
病
気
、
負
傷
、

妊
娠
、
不
具
ま

た
は
産
じ
ょ
く
に
あ
る
た
め
歩

行
が
著
し
く
困
難
な
人

(在
宅

投
票
は
で
き
ま
せ
ん
)

①
大
村
市
か
ら
他
市
町
村
へ

転
出

し
て
ま
だ
新
住
所
地
の
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
人

(
本
年
三
月
十
五
日
ま
で
に
新

住
所
地
へ

住
民
登
録
の
届
け
出

を
し
て
お
れ
ば
登
録

さ
れ

ま

す
)
ま
た
転
出
予
定
の
人
は、

宣
誓
書
を
添
え
て
市
選
挙
管
理

委
員
会
へ
請
求
し
て
下
さ
い
。

⑤
他
市
町
村
か
ら
大
村
市
に
転
入

さ
れ
て
ま
だ
大
村
市
の
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
人

(本
年
三
月
十
五
日
ま
で
に
住

来

交
通
事
故
巡
回
相
談

ヘ
6
月
刊
ω
日
(
火
)

J

/
午
前
叩
時

l
午
後

3
時
、

市
役
所
市
民
相
談
室

な
る
べ
く
事
故
に
関
係
の
あ
る

書
類
を
ご
持
参
下
さ
い

民
登
録
の
届
け
出
を
し
た
人
は

登
録
さ
れ
ま
す
)
は
、
前
住
所

地
の
選
挙
管
理
委
員
会

へ
宣
誓

書
を
添
え
て
請
求
し
て
下
さ
い

マ
不
在
者
投
票
の
で
き
る
期
間
お

よ
び
時
間

六
月
十
七
日
か
ら
七
月
九
日
ま

で時
間
は
午
前
八
時
三
十
分
か
ら

午
後
五
時
ま
で
(
土
曜

・
日
曜

を
含
む
)

マ
不
在
者
投
票
の
場
所

市
役
所
第
六
会
議
室

な
お
、
詳
し
い
乙
と
は
市
選
挙

管
理
委
員
会
へ
お
た
ず
ね
下
さ

(
也
二
l
三
五
六
四
)

投
票
所
入
場
券

入
場
券
は
前
回
の
選
挙
ま
で
は

町
内
会
長
を
通
じ
て
配
布
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
今
回
の
参
議
院
選

挙
よ
り
有
権
者
の
皆
様
へ
郵
便
に

よ
り
直
接
お
届
け
い
た
し
ま
す。

六
月
二
十
四
日
頃
送
付
い
た
し

ま
す
が
、
も
し
入
場
券
が
届
か
な

い
人
は
市
選
挙
管
理
委
員
会
へ
問

い
合
せ
て
下
さ
い。

立。

o
 

A
E
 
0

0

0

 

演

説

会

7
月

6

投
票
所
の
変
更

一福
重
地
区
の
投
票
所
は
参
議
院

選
挙
よ
り
福
重
出
張
所
に
変
更
に

な
り
ま
し
た
。

そ
の
外
の
地
区
の
投
票
所
は
従

来
ど
お
り
で
す
。

日

午

後

フ

時

か

ら市
民

会

館

参
議
院
議
員
長
崎
県
選
出
議
員

通
常
選
挙
の
立
会
演
説
会
を
七
月

六
日
午
後
七
時
か
ら
市
民
会
館
に

て
開
催
い
た
し
ま
す
。

立
会
演
説
会
は
、

候
補
者
の
政

見
を
聞
き
、
人
物
を
知
る
上
で
の

よ
い
機
会
で
あ
り
ま
す
の
で
お
さ

そ
い
合
わ
せ
の
上
ど
参
集
下
さ
い

H

お

願

い

今
回
の
参
議
院
選
挙
は
市
内
各

地
に
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

選
挙
期
間
が
梅
雨
期
と
な
り
ポ

ス
タ
i
掲
示
場
の
ポ
ス
タ
ー
が
風

雨
な
ど
に
よ
り
汚
損
、
脱
落
す
る

乙
と
が
あ
り
ま
す
の
で
見
か
け
ら

れ
た
人
は
最
寄
り
の
出
張
所
ま
た

は
選
挙
管
理
委
員
会
へ
お
知
ら
せ

下
さ
い
。
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来

交
通
事
故
巡
回
相
談

ヘ6
月
何
日
(
火
)

J

F

午
前
叩
時

l
午
後

3
時
、

市
役
所
市
民
相
談
室

な
る
べ
く
事
故
に
関
係
の
あ
る

書
類
を
ご
持
参
下
さ
い

ズンに備え

水防・防災の合同会議

ンー災害

い
よ
い
よ
梅
雨
期
に
入
り
、
こ

れ
か
ら
は
災
害
の
シ
ー
ズ
ン
と
な

り
ま
す
。

市
は
こ
の
た
め
六
月
一
日
市
役

所
で
水
防
協
議
会
と
防
災
会
議
が

合
同
で
、
災
害
期
を
迎
え
て
の
対

策
に
真
剣
な
協
議
を
し
ま
し
た
。

特
に
危
険
箇
所
と
し
て
河
川
関

係
で
は
郡
川
の
一
部
外
十
九
箇
所

土
石
流
発
生
区
域
と
し
て
餅
の
浜

川
の
一
部
外
四
十
七
箇
所
、
地
す

べ
り
崩
壊
箇
所
と
し
て
蔦
川
内
の

一
部
外
二
箇
所
、
溜
池
と
し
て
は

池
田
堤
外
二
箇
所
が
指
定
さ
れ
ま

し
た
。そ
の
外
避
難
箇
所
に
つ
い
て
も

更
に
検
討
が
加
え
ら
れ
ま
し
た
。

水
防
協
議
会
・
防
災
会
議
は
、

国
・
県
の
機
関
か
ら
と
市
内
の
関

係
団
体
、
さ
ら
に
学
識
経
験
者
、

消

防

団

第

号士
日ロ

所

か
ね
て
か
ら
老
朽
化
し
て
い
た

第
六
分
団
の
詰
所
、
車
庫
は
、
こ

の
度
中
地
区
住
民
セ
ン
タ
ー
横
に

完
成
し
ま
し
た
。
(
写
真
)

総
工
費
五
百
六
十
五
万
円
で
延

面
積
は
七
十
二
ぽ
の
鉄
骨
瓦
葺
二

市
の
関
係
者
に
よ
り
構
成
さ
れ
て

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
貴

重
な
意
見
を
出
し
合
い
、
本
市
の

防
災
の
た
め
必
要
な
事
項
な
ど
を

定
め
る
機
関
で
す
。

今
年
度
の
水
防
・
防
災
の
計
画

書
も
当
日
の
会
議
で
慎
重
に
審
議

さ
れ
、
一
応
の
防
災
体
制
が
で
き

上
り
ま
し
た
。
乙
の
計
画
書
に
も

と
づ
い
て
各
関
係
機
関
協
力
の
も

と
に
、
尊
い
人
命
、
財
産
は
災
害

か
ら
守
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す

各
家
庭
で
も
万
一
に
備
え
て
、

準
備
と
対
策
を
よ
く
考
え
、
災
害

シ
ー
ズ
ン
を
乗
り
切
る
よ
う
に
努

力
し
ま
し
ょ
う
。

i福祉医療費|

受
給
資
格
者
証
の
更
新

老
人
、
身
体
障
害
者
、
母
子
、

寡
婦
な
ど
の
医
療
費
受
給
資
格
者

証
を
次
の
日
程
で
更
新
い
た
し
ま

す
。
(
詳
細
は
六
月
一
日
号
市
政

だ
よ
り
に
掲
載
)

階
建
で
す
0

.

六
月
五
日
建
物
の
引
渡
し
式
が
一

新
築
の
詰
所
で
行
わ
れ
高
木
市
長
一

か
ら
山
道
武
雄
分
団
長
へ
鍵
が
手
一

渡
さ
れ
集
ま
っ
た
団
員
に
市
長
が
↑

激
励
の
乙
と
ば
を
送
り
ま
し
た
。

6
分

団

(
車
庫
)
r::， 
フE

成

6 

月

初

日

ま

て

④
更
新
日
程

三
浦
出
張
所
六
月
十
六
日

鈴
田
出
張
所
六
月
十
七
日

萱
瀬
出
張
所
六
月
二
十
日

福
重
出
張
所
六
月
二
十
一
日

松
原
出
張
所
六
月
二
十
二
日

竹
松
出
張
所

六
月
二
十
三
日

t
二
十
四
日

西
大
村
出
張
所

六
月
二
十
七
日
!
二
十
八
日

ス
村
地
区
市
福
祉
課

六
月
二
十
九
日

t
三
+
日

出
張
所
地
区
は
い
ず
れ
も
午
前

九
時

t
午
後
四
時

更
新
に
は
現
在
使
用
さ
れ
て
い

る
資
格
者
証
と
印
鑑
・
健
康
保
険

証
・
身
体
障
害
者
は
身
体
障
害
者

手
帳
を
必
ず
持
参
し
て
下
ぢ
い
。

一
県
敬
老
年
金
受
給
申
請
が
す
ん

…
で
な
い
人
は
、
も
れ
が
な
い
よ
う

一
福
祉
課
に
申
請
し
て
下
さ
い
。

一
(
詳
細
は
五
月
十
五
日
号
市
政

一
だ
よ
り
に
掲
載
)

一
④
該
当
者

日
本
国
民
で
明
治
三
十
一
年
四
一

月
二
日
か
ら
明
治
三
十
三
年
九
月
-

一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
ー

④

申

請

期

限

…

六

月

二

十

日

一

お

忘

れ

な

く

県

敬

老

年

金

受

給

申

請

を

児
童
福
祉

法
に
よ
る
助

産
施
設
と
し

て
国
立
長
崎

中
央
病
院
が

取
扱
わ
れ
て

い
ま
す
。

経
済
上
ま

た
は
保
健
上

の
理
由
で
入

院
助
産
を
受

け
る
こ
と
が

困
難
な
場
合

に
入
所
で
き
る
制
度
で
す
。

入
所
対
象
者

一
、
扶
養
義
務
者
が
経
済
的
な
理

児童福祉法の

助産施設を

由
で
入
院
助
産
に
要
す
る
費
用
の

支
払
が
困
難
な
人

一
一
、
保
健
上
の
理
由
で
該
当
す
る

人
。
異
常
分
べ
ん
な
ど
の
恐
れ
が
あ

る
人

。
住
居
が
狭
く
騒
音
が
激
し
い
た

め
自
宅
分
ベ
ん
が
不
適
当
な
人

。
人
手
が
な
く
産
後
の
正
常
な
回

後
が
望
め
な
い
人

こ
の
制
度
の
適
用
を
受
け
た
い

人
は
出
産
予
定
日
が
わ
か
り
ま
し

た
ら
阜
め
に
福
祉
課
に
ど
相
談
下

さ
い
。出産
間
際
に
相
談
さ
れ
て
も
適

用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

J
P
K
J
J
J

，‘f
r
，、4・
J
正
d
z
r
pも
4
JJ
F占

f
t
Z》屯
-J
、込
〈

t
z
r
p
f
f
t
f
，.，、
K
、f・
1
1》

品
商
品
百
禽
品
部
禽
禽

農
家
の
花
嫁
(
婿
)
の
相
談
は

各
地
区
農
協
支
所
長
さ
ん

ま
た
は
農
業
委
員
さ
ん
へ
ど
う
ぞ
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市政だより

「愛の献血運動」

ら日か7月1

「
愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動
」

が
七
月
一
日
か
ら
一
カ
月
聞
に
わ

みなさんのご協力を

た
っ
て
、
県
下
一
斉
に
展
開
さ
れ

ま
す
。献
血
は
他
人
の
た
め
だ
け
で
な

く
、
自
分
自
身
の
た
め
の
も
の
と

考
え
、
進
ん
で
献
血
い
た
し
ま
し

ょ・つ
。
次
の
日
程
で
採
血
車
が
参
り
ま

す
の
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
六
月
十
六
日

七
月
二
十
一
日

い
ず
れ
も
午
前
十
時

t
十

二
時

場
所
市
役
所
玄
関
前

な
お
、
各
事
業
所
や
学
校
、
地

域
組
織
な
ど
の
団
体
で
献
血
を
さ

れ
る
場
合
は
、
そ
の
場
所
へ
移
動

採
血
車
が
派
遣
さ
れ
ま
す
。

事
前
に
大
村
保
健
所
ま
た
は
、

市
福
祉
課
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

(
日
本
脳
炎

や
が
て
本
格
的
な
夏
が
や
っ
て

来
ま
す。

七
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
は
、

日
本
脳
炎
の
流
行
期
で
も
あ
り
ま

す。
日
本
脳
炎
は
「
コ
ガ
タ
ア
カ
イ

エ
カ
」
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
、
人

に
感
染
さ
れ
て
起
る
恐
ろ
し
い
病

気
で
す
が
、
こ
れ
を
防
ぐ
に
は
、

手
は
じ
め
に
蚊
の
発
生
源
対
策
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

そ
れ
に
は
蚊
の
発
生
し
そ
う
な

所
に
定
期
的
な
薬
剤
散
布
、
雑
草

の
刈
り
取
り
、
雨
水
の
た
ま
り
や

轟轟:
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交
通
事
故
巡
回
相
談

ヘ
6
月
初
日
(
火
)

J

/
午
前
叩
時

i
午
後

3
時
、

市
役
所
市
民
相
談
室

な
る
べ
く
事
故
に
関
係
の
あ
る

書
類
を
ご
持
参
下
さ
い

の

予
防
一
…

ま
ず
健
康
管
理
か
ら

す
い
放
置
さ
れ
た
器
の
除
去
を
行

う
な
ど
徹
底
し
た
蚊
の
発
生
防
止

策
を
講
じ
る
こ
と
で
す
。

乙
れ
と
今
一
つ
大
切
な
こ
と
は

各
人
が
自
分
自
身
の
健
康
管
理
を

十
分
行
う
乙
と
で
す
。

次
の
こ
と
が
ら
を
よ
く
守
り
、

病
気
に
か
か
ら
な
い
丈
夫
な
体
力

づ
く
り
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

@
過
労
を
避
け
、
睡
眠
を
十
分
と

る
こ
と

@
栄
養
を
取
り
、
体
力
を
つ
け
る

こ
ん
」

@
日
中
屋
外
で
は
必
ず
帽
子
を
か

ぷ
り
直
射
日
光
に
長
時
間
照'り

さ
れ
る
乙
と
の
な
い
よ
う
十
分

気
を
つ
け
る
こ
と

@
夜
間
睡
眠
中
は
蚊
に
刺
れ
な
い

よ
う
な
工
夫
を
す
る
乙
と

不
燃
物
は

決
め
ら
れ
た
日
に

決
め
ら
れ
た

場
所
に

自

動

車

を

お

持

ち

の

方

J¥』

諌

早

県

税

事

務

所

。
自
動
車
税
の
納
付
は
お
す
み
で
@
ま
っ
消
登
録
、
移
転
塗
録
を
お

す

か

忘

れ

た

く

納
期
限
も
経
過
し
て
い
ま
す
ご
台
し
か
持
た
な
い
の
に

お
忘
れ
で
な
い
か
、
い
ま
一
二
台
分
の
自
動
車
税
が
か
か

度

お

確

め

下

さ

い

。

っ

た

」

と

い

う

よ

う

な

こ

と

@
納
税
証
胡
書
は
大
切
に
保
管
し
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ま
し
ょ
う

自
動
車
の
使
用
を
や
め
た
場

自
動
車
税
を
納
付
さ
れ
る
と
合
は
、
ま
っ
消
登
録
を
他

き
に
受
け
取
ら
れ
る
納
税
証
人
に
譲
渡
し
た
場
合
は
.
移

明
書
は
車
検
の

と

き

に

必

要

転

登

録
を
し
な
い
と
こ
の
よ

で

す

。

う

な

こ

と

が

起

こ

り

ま

す

。

車
検
証
と
一
緒
に
保
管
し
て
こ
れ
ら
の
登
録
は
確
実
に
行

お
会
」
合
?
し
ょ
，
っ
。
い
古
?
し
ょ
・
っ
。

汲

み

取

り

便

槽

の

整

備

を

雨
期
を
迎
え
ま
し
た
。

便
槽
へ
雨
水
や
地
下
水
が
流
入

し
て
い
ま
せ
ん
か
?

調
査
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

雨
水
や
地
下
水
が
流
入
し
ま
す

と
、
し
尿
が
う
す
く
な
り
、

汲
み

取
り
の
量
が
多
く
な
り
汲
み
取
り

料
金
が
高
く
な
る
ば
か
り
で
な
く

し
尿
処
理
施
設
の
消
化
機
能
が
悪

く
な
り
ま
す
。

も
う
一
度
便
槽
の
ま
わ
り
を
調

査
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
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らむおお市政だより(5) 

食

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い

カ通

就学援助制度

すでじ存
でF、、

にー

就
学
援
助
制
度
は
、
保
護
者
が

病
弱
と
か
職
業
が
不
安
定
な
ど
の

経
済
的
な
理
由
で
、

就
学
に
必
要

な
学
用
品
、
通
学
費
、
給
食
費
な

市

民

プ

日
時
七
月
一

B
I九
月
十
日

午
前
十
時

t
午
後
六
時

休
日
毎
月
第
一
・

第
三
月
曜
日

八
月
十
四
日

t
十
六
日

そ
の
外
、
市
教
育
委
員
会
が
管

理
上
必
要
と
認
め
る
日
〔
休
日

変
更
の
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め

プ

i
ル
管
理
棟
の
前
に
掲
示
し

ま
す
。
)

料
金
(
一
人
一
日
一
回
)

大
人
・
高
校
生
百
円

ど
の
負
担
が
困
難
で
、
就
学
が
困

難
な
境
遇
に
お
か
れ
て
い
る
義
務

教
育
の
学
齢
児
童
生
徒
に
対
し
て

そ
の
事
情
が
好
転
す
る
ま
で
の
間

国
や
市
が
一
定
の
補
助
を
し
て
就

学
し
や
す
い
よ
う
に
す
る
制
度
で

す
。
乙
の
手
続
き
は
、

随
時
関
係
者

の
意
見
を
聞
い
て
学
校
長
が
内
申

し
、
市
教
育
委
員
会
が
認
定
の
上

国
に
補
助
を
申
請
し
ま
す
。

こ
の
制
度
に
は
認
定
の
基
準
が

あ
り
、
申
し
出
に
な
っ
た
人
が
全

員
補
助
を
受
け
ら
れ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
制
度
の
補

助
を
受
け
た
い
と
希
望
さ
れ
る
人

は
、
遠
慮
な
く
学
校
、
ま
た
は
教

下育
おさ委
尋 い 員
ね。会
は庶
市務
教課
育ま
委で
員 お
会申
庶し
務出

参
加
し
ま
せ
ん
か

未
加
入
の
人
は
近
く
の
ク
ラ
ブ

に
加
入
さ
れ
る
か
‘
ま
た
は
、
ご

近
所
の
人
を
お
さ
そ
い
し
て
新
し

く
ク
ラ
ブ
を
結
成
さ
れ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す。

対
象保
育
所

・
幼
稚
園
に
行

っ
て
い

な
い
二
歳
以
上
の
幼
児

結
成
範
囲

地
域
住
民
の
連
帯
感
を
基
礎
に

地
区
や
町
内
会
、
住
民
な
ど
を

単
位
と
し
て
十
人
以
上
位
で
結

課

(
凱
三
l
四
一
一
一
)
へ
ど
う

ぞ。

幼
児
交
通
安
全
ク
ラ
ブ

幼
児
交
通
安
全
ク
ラ
ブ
は
、
お

母
さ
ん
達
が
集
ま
り
、
幼
児
と
共

に
交
通
ル
l
ル
を
勉
強
し
、
お
子

さ
ん
に
交
通
安
全
教
育
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、

交
通
事
故
の
防
止
を

図
る
乙
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す。
現
在
、
大
村
市
内
に
幼
児
安
全

ノレ

7
月
1
日
オ
ー
プ
ン

小
学

・
中
学
生

注
意@
 

五
十
円

@ 

病
気
や
、
体
の
調
子
が
悪

い
と
思
う
人
は
ど
遠
慮
く

だ
さ
い

必
要
以
外
の
現
金
や
時
計

な
ど
の
貴
重
品
は
持
っ
て

こ
な
い
乙
と

自
転
車
は
な
る
べ
く
乗

っ

て
乙
な
い

も
し
乗
っ
て
く
る
時
は
、

@ 

前
輪
、
後
輪
と
も
か
ぎ
が

か
か
る
よ
う
に
す
る

プ
ー
ル
サ
イ
ド
は
絶
対
に

定
ら
な
い
乙
と

@

水

着

な
ど
の
所
持
品
に
は

必
ら
ず
住
所
、
氏
名
を
書

く
乙
と

プ
ー
ル
サ
イ
ド
は
焼
け
て

熱
い
の
で
付
添
い
の
方
は

上
履
を
持
っ
て
き
て
く
だ

さ
い

。@ 

ク
ラ
ブ
は
十
四
ク
ラ
ブ
結
成
さ
れ

事
故
防
止
に
効
果
を
あ
げ
て
い
ま

す
。表ク

|指導日時 |クラ ブ名 メz生z、 場

九電幼児安全クラブ110日 1附主ら
一犠打一子

古町 // 115日 H 古町 5区公民 館 木下美代子

森 園 M 20日.10:30から 森園自衛隊官舎前広場 滝本つや子

上 鈴 田 H 1日.10時から 中里郷専念寺 渡辺久美子

三 城 町 ノノ 2日 H 福祉センタ ー3階 井手英子

陰 平 F 27日.1:30から 田 久保 公 民 館 高島 聡子

久原第1 // 15日.14時から 住宅集会場 伊藤きみ子

久原第2 /1 29日.10時から H 藤本 陽子

池 田 M 21日.14時から|池 田公 民館 古木 麗子

植 松 H 23日 ノノ 植 松住宅集会場

中央町 ，ペシ' 25日そのつど決定 住宅集会場 坂本 幸子

杭出津 ，ペゾ 3日.13:10から 親和公 民館 中尾美津子

竹 松 ノ〆 30日.11時から竹松住宅集会場 池下美恵子

岩 松 ，ペア 12日1川ら|岩松公民館 |西野芳枝

S 52. 1. 

Eと
昆フ一フ児幼

成
し
て
い
ま
す

指
導
日
各
地
区
月
一

回

婦
人
交
通
指
導
員
が
実
施
指
導

場
所地
区
の
集
会
所
、
広
場
、
公
園

な
ど

会
費

無
料

申

込

大

村

警
察
署
交
通
課

E
三
l
三
一
二
六

大
村
市
交
通
安
全
協
会

E
三
l
九
八
八
九
へ
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…に国

保

相

吾史

ログ(.

保
険
税
の
最
高
額
は

おむ

⑥
国
民
健
康
保
険
税
は
目
的
税
で

あ
り
、
一
般
に
目
的
税
に
お
い
て

は
、
そ
の
受
益
と
応
能
の
関
連
で

一
定
の
限
度
が
設
け
ら
れ
る
の
が

通
例
で
、
国
民
健
康
保
険
税
に
お

い
て
も
課
税
最
高
限
度
額
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

①
乙
の
限
度
額
は
五
十
一
年
度
で

十
五
万
円
(
年
間
)
で
す
が
、
被

保
険
者
の
所
得
や
医
療
費
の
上
昇

な
ど
を
考
慮
し
て
.
被
保
険
者
聞

の
負
担
の
公
平

(
限
度
額
を
低
く

定
め
る
こ
と
は
高
額
所
得
者
を
不

当
に
有
利
に
取
り
扱
う
こ
と
に
な

る
と
考
え
ま
す
ぱ
と
保
険
財
政
の

健
全
維
持
の
た
め
に
こ
れ
ま
で
限

お

度
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
て
き
ま
し

た。
な
お
五
十
二
年
度
に
つ
い
て
は

十
七
万
円
に
改
正
す
る
予
定
で
す

①
五
十
二
年
度
の
国
民
健
康
保
険

税
は
、
一
世
帯
当
り
平
均
で
約
四

万
六
千
八
百
円
と
な
り
ま
す
が
、

乙
れ
を
七
月
納
期
を
最
初
に
六
期

に
分
け
て
納
め
て
い
た
だ
く
乙
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
か
ら
社

会
保
険
に
加
入
し
た
と

き
は
届
出
が
必
要
で
す

国
保
か
ら
社
会
保
険
に
か
わ
っ

た
場
合
に
市
役
所
に
届
け
を
し
な

、，，--z.‘、
Er---
，E
、-ご--，，z、z-=.，，
a
t
---
、，，・
・=・・、，
r---
，，、
・2
・・.，，
... 2
‘、，----・
'E
、•• 
2
.

，，g.=・・、.，
-tr
，、‘
.. 

J
 ん
電
話
加
入
権
を
公
売
し
ま
す
…

~

市

税

滞
納
に
よ
り
差
押
え
た
公
売
保
証
金
見
積
価
額
の
百
J

h

電
話
加
入
権
を
次
の
と
お
り
公

分
の
十
以
上

い

九

売

し

ま

す

。

代

金

納

付

期

限

六
月
二
十
二

V

J

買
受
希
望
者
は
定
刻
ま

で

に

日

午

前

十

一

時

三

十

分

、

ν

印
鑑
と
買
受
代
金
を
持

っ
て
ど

ム
公
社
の
譲
渡
承
認
が
得
ら
れ
れ

V

参
集
下

さ

い

。

な

い

場

合
は
売
却
決
定
を
取
パ

~

日

時

六

月

二

十

二

日

り

消

し

ま

す

。

r

い

午

前

十

時

公

売

物

件

大

村

局

~

川
場

所

市

役

所

第

二

会

議

室

二

i
一
二
三
三
七

川

川
公
売
方
法
J

一
般
競
争
入
札

ム

詳
し
く
は
税
務
課
収
納
町時

へ

~

r三
正
、
-
-
-・，

r、ef--J'
't
J

、，='
ze
、.f

食

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い

い
と
、
国
保
の
資
格
は
そ
の
ま
ま

で
あ
る
と
い
う
証
明
書
で
あ
る
と

に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
保
険
税
が
同
時
に
、

病
院
な
ど
で
診
療
を
受

課
税
さ
れ
る
乙
と
に
な
り
ま
す
。
け
る
と
き
の
受
診
券
の
役
目
を
果

し
た
が

っ
て
社
会
保
険
加
入
の
す
も
の
で
す
。

場
合
に
は
、

社
会
保
険
証
と
国
保

大
切
に
と
り
扱
い
ま
し
ょ
う
。

の
保
険
証
を
持
参
し
そ
の
旨
届
け

※

国
保
加
入
者
で
家
族
の一

部
の

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

転
出
入
や
社
会
保
険
加
入
が
あ
っ

。〈V
八
V

A

V

た
場
合
の
届
出
の
際
は
、
必
ら
ず

※
保
険
証
は、

国
保
の
被
保
険
者

保

険
証
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

・・2
、，.、，、，‘、，、，‘.•. 
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 •• 
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・.・、
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E

田

植

賃

金

を

ど

決
ま
り
、
ま
し
た

農
業
委
員
会
は
本
年
の
田
植
賃

食
事
な
し
三
千
五
百
円

金
な
ど
を
次
の
よ
う
に
決
め
ま
し

田
植
機
械
に
よ
る
田
植

た。

十
ア
ー
ル
当
り

※
乙
れ
は
標
準
で
す
か
ら
立
地
条

四

千

五

百
円

l
五
千
円

件
に
よ
っ
て
多
少
の
違
い
が
あ
り

賃
耕
料

ま
す
。

十
ア
ー
ル
当
り

田
植
賃
金

春
田
起
し

四
千
l
五
千
円

男
女
と
も
一
日
当
り

植
代
か

き

三

千

t
四
千
円

食
事

付

三

千

円

畑

耕

転

三
千

l
四
千
円

，，‘.4‘，‘
2
3

‘.L
，‘.a
、，‘.L
，‘J
ラ、・
3

、r
r

‘ζr
-
ζ
J

ラ、・
2

‘J
司，‘J
Y

‘ζ
・'・ζ
r

‘，‘，
a

、，‘.・、，

農
地
に
支
障
あ
る

草
木
な
ど
の
陰
ぎ
り
を

雑
木
な
ど
が
繁
茂
し
て
農
地
に

陰
を
さ
し
、
こ
の
た
め
に
悪
い
影

響
を
及
ぼ
し
、
折
角
の
土
地
に
労

働
お
よ
び
資
本
を
投
じ
肥
培
管
理

を
行
っ
て
作
物
を
栽
培
し
て
も
、

減
収
の
素
因
と
な

っ
て
い
る
向
き

も
あ
り
ま
す
。

そ
乙
で
隣
接
地
に
雑
木
な
ど
が

繁
茂
し
て
支
障
の
あ
る
場
合
は
、

慣
習
が
あ
る
と
き
は
そ
の
慣
習
に

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

(
社
会
福
祉
事
業
費
へ
金
一
封
)
小
路
口
町
の
出
口
定
さ
ん
は
、

諏
訪
郷
七
三
四
の
四
の
野
口
弘

金

一
封
を

満
さ
ん
は
、
亡
父
悶
崎
重
治
さ
ん

玖
島
郷
七
八
の
鹿
間
英
明
さ
ん

の
忌
明
に

は
、
亡
父
正
明
さ
ん
の
忌
明
に

上
小
路
七
二
の
浦
田

静

子

さ

ん

東

諏
訪
町
の
市
瀬
利
子
さ
ん
は

は
、
亡
夫
義
雄
さ
ん
の
忌
明
に
亡
夫
正
さ
ん
の
忌
明
に

池
田
ア
パ
ー
ト
ホ
の
七
号
の
畑

宮
小
路
二
丁
目
の
吉
村
重
次
さ

野
ス
ミ
子
さ
ん
は
、
亡
夫
昭
三
さ
ん
は
、
亡
父
平
八
さ
ん
の
忌
明
に

ん
の
忌
明
に

下

諏
訪
五
O
七
の
千
野
カ
ツ
エ

東
三
城
町
三
の
一
の
江
口
春
美

さ
ん
は
愛
の
ベ
ル

の
受
信
者
と
し

さ
ん
は
、
亡
夫
未
広
さ
ん
の
忌
明

て
市
か
ら
の
謝
礼
金
を

に

市

内

匿
名
氏
さ
ん
は
金
一
封
を

諏
訪

一
区
一

五
五
号
の
国
光
秀

大
村
更
生
保
護
婦
人
会
は
更
生

雄
さ
ん
は
四
大
記
念
モ
ー
タ
ー
ボ
保
護
会
の
運
営
資
金
と
し
て
金
一

l
ト
レ
ー
ス

に
出
場
さ
れ
た
記
念
封

に

(

穴

村

子

供

の

家

へ

ご

預

託

)

杭
出
津
郷
一
二

O
八
の
二
の
石

本
町
二
丁
目
の
赤
水
清
春
さ
ん

丸
仁
策
さ
ん
は
、
亡
妻
寿
美
子
さ
は
、

慰
問
費
と
し
て
商
品
無
人
版

ん
の
忌
明
に

売
売
上
金
を

従
い、

そ
う
で
な
い
と
き
は
所
有

者
と
の
話
し
合
い
に
よ
り
了
解
を

得
た
上
で
、
部
落
な
ど
で
陰
切
り

名戸に表札と

郵便受箱を

従
来
か
ら
郵

便
配
達
作
業
に

は
ど
協
力
願
っ

て
お
り
ま
す
が

ま
だ
分
り
に
く

い
所
も
あ
り
ま

す
の
で、

住
所

を
行
い
、
農
地
か
ら
の
収
益
を
あ

げ
ま
し
ょ
う
。

家
族
の
人
の
表
札
の
掲
出
に
ど
協

力
下
さ
い
。

ま
た
配
達
さ
れ
た
郵
便
物
が
土

聞
に
落
ち
た
り
し
て
汚
れ
な
い
よ

う
郵
便
受
箱
の
設
置
に
ど
協
力
下

さ
い
。

(大
村
郵
便
局
)
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食

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い

|お匂斗!
!しj;YA:Ll
iら今号l!;ぜ;!Uふu-、可、-i
iせ ~fごと三五 i 

注
射
と
検
診

国
老
人
健
康
診
査

老
人
の
健
康
保
持
と
福
祉
の
増

進
に
資
す
る
た
め
に
、
六
十
歳
以

上
の
人
を
対
象
に
健
康
診
査
を
実

施
し
ま
す
。

健
康
診
査
を
希
望
さ
れ
る
人
で

地
区
老
人
ク
ラ
ブ
に
加
入
し
て
い

る
人
は
会
長
宛
に
通
知
し
て
あ
り

ま
す
の
で
地
区
会
長
に
申
し
出
て

下
さ
い
。

老
人
ク
ラ
ブ
未
結
成
地
区
又
は

地
区
老
人
ク
ラ
ブ
に
加
入
し
て
い

な
い
人
は
福
祉
課
に
申
し
出
て
下

大」い。

受
診
医
療
機
関

地
区
老
人
ク
ラ
ブ
毎
に
指
定
さ

れ
た
医
院

受
診
期
間

一
般
診
査

六
月
二
十
日

t
三
十
日

精
密
診
査
七
月
一
日

t
十
日

※
但
し
、
担
当
医
の
都
合
に
よ
り

受
診
期
間
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
担
当
医
と
打
合
わ

せ
を
し
て
下
さ
い。

※
健
康
診
査
を
受
け
る
場
合
は
健

康
診
査
記
録
票
を
持
参
し
て
下
さ

園
こ
ん
に
ち
は

保
健
婦
で
す

内 容 -11，ζ と次
ト ! 妊 の七

月 日 IJ:00"'11: 0Qll3:00"'16:0QJる相 振 と月
7月4日(月)1妊婦相談 |一般健康相談 |人 談 中おのI 7'...J- 1'1IJ ' I ~ w'. I J :L.X- ~ I~'J~ j:C!'<;. I り 健

7月6日(水)1乳幼児相談 |妊婦教室(第1回)1どあ人で康
---_______ -==I ，~ ，=.." ~'......n~ ， 1 ど 、す相

7月13日(水)レ----==-1妊婦教室(第2回!I利 人お 。談
7月18日(月)1妊婦相談 |一般健康相談 |用 、子 室

ト一一一一一1 ，~~，~" ，~ ~， 1 下血さ

i 7 月 20 日 (水~I 乳幼児相談 i妊婦教室(第3回) | ご 22 程
7月27日休)し-------1妊婦教室(第4回 。 乙 lさ

-
妊
婦
教
室

お
腹
の
中
の
赤
ち
ゃ
ん
は
、

如

何
で
す
か
。

初
め
て
お
産
さ
れ
る
人
は
是
非

お
で
か
け
下
さ
い
。

場
所

市
役
所
健
康
相
談
室

妊 婦教室日程 表 時
に庁日 l 内 容 |間

( 7 月 6 日 l ~説明遺品吹いプ 2
L第1回〉。映画、生命の創造グ
:7月13日|。妊娠中の栄養のとり万(貧血食の実習) I止
:C第2田)1。安産のために(補助動作、妊婦体操の実習):史
17月20日|。産後の保健 G 

|。育児(赤ちゃんの入浴のさせ方の実習)
iC第3回)1。映画 、スキンシップグ
i7月27BI。乳幼児の環境と性格
iC第4回)1。家庭の幸せのために(家族計画〉

-
3歳
児
健
康
診
査

対

象

昭

和
四
十
八
年
十
二
月
生

れ
の
人
を
対
象
と
し
ま
す
が
、
同

年
六
月
か
ら
十

一
月
生
れ
の
人
で

ま
だ
健
康
診
査
を
受
け
て
い
な
い

幼
児
も
受
診
し
て
下
さ
い
。

日
時

六
月
二
十
三
日

(木
)

午
前
九
時
三
十
分

l
十
時
三
十

分
、
午
後

一
時
l
二
時
三
十
分

場

所

市

役
所
第
一
会
議
室

料

金

無

料

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
ご
持
参

下
さ
い
。

な
お
現
在
、
は
し
か
、
水
ほ
う

そ
う
な
ど
病
気
に
か
か
っ
て
い
る

お
子
さ
ん
は
、
次
回
に
お
受
け
下

さ
い
。
(毎
月
第
四
木
曜
日
)

園
循
環
器
系
検
診

四
十
歳
以
上
六
十
四
歳
ま
で
の

一
般
住
民
を
対
象
と
し
て
、

循
環

器
系
の
検
診
を
行
い
ま
す
。

最
近
の
死
因
別
統
計
を
み
ま
す

と
第
一
位
脳
卒
中
、
二
位
ガ
ン
、

三
位
心
臓
病
と
な
っ
て
お
り
、

循

環
器
系
に
起
因
す
る
も
の
が
上
位

を
し
め
て
い
ま
す
。

日
頃
丈
夫
な
た
め
健
康
診
断
を

乙
乙
数
年
受
け
た
乙
と
が
な
い
人

は、

是
非
乙
の
機
会
に
受
診
さ
れ

健
康
を
確
め
ら
れ
る
よ
う
お
す
す

め
い
た
し
ま
す
。

検
診
料

無
料

一後一

1
一
1
一
1
一

間
二

斗

一
寸

一
寸

一
が

とず一午
一
泊

一
1
一
1
一
札

E
一一

1
一
1
一
1
一
日

丁ー寸
川
コ
川
川
斗
川
山
|
一
は

付
百
一
川

一
口

一
口

一激

受
二

ト

一
ト

一
~
一付
。

一F
一
0
一
0
一

ω
一受
す

ゴ
一
t
一
t
一
t
一
の
ま

所

一
ト
一
所

一民

二
錫
引

場
一
刀

一
張

一住
之
診
つ

一
二

一
出

一区

一検
な

診

一
比

一
松

一地
三

一
と

同
届
トげ同い巾
一議

施
日
一
回
一
日

一
日

一※
|

実
月
一
月
一
月

一
月

程日診検器環循

募

集

圃
青
年
国
内
研
修
生

期
間

九
月
十
九
日

t
二
十
六
日

研
修
地

岡
山
県
、
香
川
県
、
徳

島
県

研
修
内
容

青
年
教
育
の
視
察
、
地
元
青
年

と
の
交
歓
、
施
設
見
学
、
そ
の

外
研
修

募
集
人
員

六
人

資
格

O
市
内
に
在
住
す
る
勤
労

青
年

(
男
女
を
問
わ
な
い
)

O
年
齢
は
お
お
む
ね
二
十
歳
か
ら

二
十
五
歳
ま
で

O
健
康
で
団
体
生
活
に
適
応
で
き

る
青
年

O
事
前
、
事
後
研
修
に
参
加
で
き

る
人

経
費
個
人
負
担
金
約
二
万
円
程

度
申

込

市

社
会
教
育
課
に
応
募
書

類
が
あ
り
ま
す

申
込
締
切

六
月
二
十
五
日

※
詳
し
く
は
市
社
会
教
育
課
へ

-
交
通
遺
児
に
対
す
る

奨
学
生

@一
品
校
奨
学
生

応
募
資
格
①
保
護
者
が
道
路
上

の
交
通
事
故
で
死
亡
し
た
り
、

重
い
後
遺
障
害
で
働
け
な
い
た

め
に
学
資
に
困
っ
て
い
る
高
校

生
②
成
績
不
問

奨
学
金
月
額
一
万
円
(
国
公
立
)

一
万
五
千
円
(
私
立
)

返
還
二
十
年
間
割
賦
返
済

・
無

利
子

採
用
方
法

書
類
審
査
の
み

申
込
方
法
出
願
書
類
は
学
校
に

あ
り
ま
す

@
大
学
奨
学
生

応
募
資
格

①
交
通
遺
児
ま
た
は

交
通
事
故
に
よ
る
重
い
後
遺
症

者
の
子
弟
②
成
績
優
秀
者

奨
学
金

月
額
二
万
円

返

還

二

十
年
間
割
賦
返
済

・
無

利
子

採
用
方
法

書
類
審
査
と
採
用
試

験

(学
科

・
面
接
)

申
込
方
法
出
願
書
類
は

大
学

高
校
に
あ
り
ま
す

。
申
込
期
日

-
中
学
三
年
生
の
人
は
い
ま
す
ぐ

「
予
約
」
の
出
願
を
し
て
く
だ

さ
い

・
高
校
、
高
専
在
学
生
の
人
は
い

ま
す
ぐ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
0

.
高
校
三
年
生
で
来
春
大
学
進
学

希
望
の
人
は
六
月
三
十
日
ま
で

に
「
予
約
」
の
出
願
を
し
て
く

だ
さ
い
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試

験

-
臼
年
度

第

1
回
調
理
師
試
験

試
験
日
八
月
五
日
(
金
)

頭
書
受
付
六
月
三
十
日
ま
で
に

大
村
保
健
所
へ

予
備
講
習

長
崎
市
七
月
十
三
・
十
四
日

佐
世
保
市
七
月
十
四
・
十
五
日

※
詳
し
く
は
大
村
保
健
所
(
血
三

ー
二
一
九
一
二
)
へ

も

よ

お

し

7月初旬の日曜当番医 余富 里

1 ~~f4ê I 同 l !家: ... : . .:. ..J 1t. 庭回
|内 科 |藤井内科 |東本町2-38781手伝教
3|外科・内科 |原 医 院 |宮小路15-84271a5育
i眼 科 |楠木眼科凍本町12-27111的ど映

1~ 小児科 i 田川医院 i武司2-40州五 画

頻
発
す
る
の
は
わ
た
し
た
ち
が
正

し
い
も
の
]
美
し
い
も
の
に
感
動

で
き
る
感
受
性
を
失
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
問
題

を
提
起
す
る
作
品
で
す
。

感
動
教
育
、
情
操
教
育
こ
そ
豊

か
な
心
の
育
成
に
つ
な
が
る
乙
と

を
考
え
ま
す
。

日
時

六
月
二
十
四
日
(
金
)

午
前
十
時
(
時
間
厳
守
)

場
所

中
央
公
民
館

申
込

電
話
で
中
央
公
民
館
へ

E
二
|
四
三
二

園
第
日
回

良
い
映
画
を
見
る
会

日
時
・
場
所

六
月
二
十
四
日

刊
午
後
二
時

t
三
時

竹
松
出
張
所

同
午
後
四
時

t
五
時

萱
瀬
出
張
所

対
象
小
学
校
全
学
年
、

P
T
A

子
ど
も
会
、
野
外
活
動
グ
ル
!

外

入

場

料

無

料

映
画

「
南
海
の
漂
流
」

⑨
十
六
ミ
リ
、
カ
ラ
l
作
品

六
十
分
、
日
本
語
版

⑨
児
童
劇
映
画

フ。

講

会

習

-
婦
人
学
級

※関教市 学 込入社お
詳す育民内級なみ会会り婦
しるー下へ日人

種別 |会 場 |開催日 |時 間 iく学趣活は開乙さ六育集学
1 ~ . _ ~. .. 1 ~ _ _ _ _ 1._一 一一一一iは習味、生設のい月課し級

読書コース |市立図書館 |毎月 25日 !13:30--15: 301市で、健活しほ。三までの
--I~.---I--~ 社すー康設まか 十たい受

木彫 1/ 中央公民館 |第1・3火曜日110:00--12:001会。般管計すに 日はま講
--~~~I~~- 教 教理、。各 ま各す者

コーラス 1/ 1 1/ 毎週水 11110:00--12:001育“ 養、消 地 で地のを
--- - 1 --- 1-' -- ---l課 な子費 区 に区で次

生活学校 11 第 3月 1/ 110:00--12:001へ ど 供 生 で おの、の

開設期間 6月~来年 3月

-
健
康
教
室

全
国
的
に
流
行
し
、
死
亡
者
も

出
て
い
る
風
し
ん
に
つ
い
て
認
識

を
深
め
、
心
構
え
を
も
っ
た
め
に

聞
き
ま
す
。
(
特
に
妊
婦
の
人
)

日
時
六
月
二
十
九
日

午
後
一
時
三
十
分

l
三
時

場

所

医

師

会

館

講

堂

内
容
「
風
し
ん
」
に
つ

い
て

講
演
と
質
疑

対
象
一
般
(
特
に
婦
人
)

申
込
市
医
師
会

協
和
町
七
七
九
血
二
1

四

O

O
六

※
百
人
で
締
め
切
り
ま
す

団
体
で
も
け
っ
乙
う
で
す

-
新
成
人
講
座

l
m歳
の
教
室
|

青
年
期
に
必
要
な
教
養
及
び
仲

間
。
つ
く
り
を
目
的
と
し
、
成
人
式

な
ど
を
考
え
る
講
座
を
開
設
し
ま

す。日

時

七

月

五
日

(
火
)
か
ら

月
二
回
(
第
て
三
火
曜
日
)

午
後
七
時

t
九
時

会
場
中
央
公
民
館

参
加
対
象
十
九
歳
、
二
十
歳
、

二
十
一
歳
の
男
女

内
容
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

-
青
春
と
は

・
成
人
式
の
あ
り
方

外

申
込
七
月
二
日
(
土
)
ま
で
に

市
教
委
社
会
教
育
課
に
、
氏
名

住
所
、
年
齢
を
お
知
ら
せ
下
さ

い
o
Z
三
l
四
一
一
一

国
叩
ミ
リ
映
写
機

操
作
技
術
認
定

講
習
会

主

催

市

視

聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

日
時
七
月
四
日
・
五
日

午
後
六
時

1
九
時

定

員

三

十

人

受

講

料

無

料

申
込
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職

業
、
電
話
番
号
を
記
入
し
た
は

が
き
か
電
話
で
申
込
ん
で
下
さ

い
。
(
定
員
に
な
り
次
第
締
切

り
ま
す
)

申
込
先
市
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ

l
(
久
原
郷

一
の
一
中
央
公
民

館
内
)
旭
二
|
四
三
二
一

ス
ポ

ー

ツ

闇
職
域
対
抗

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

成
績

五
月
二
十
二
日
(
日
〉
、
総
数

十
六
チ
l
ム
の
参
加
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り

9
人
制
男
子

優
勝

飛

鳥

チ
1
ム

二
位
愛
好
会
チ

l
ム

S
人
制
男
子

優
勝
大
村
ク
ラ
ブ

二
位
大
村
工
業
高
校

g
人
制
女
子

A
ク
ラ
ス
(
ク
ラ
ブ
チ
l
ム
)

優
勝
大
村
婦
人
ク
ラ
ブ

二
位
つ
く
し
ク
ラ
ブ

B
ク
ラ
ス
(
職
場
、
地
域
チ

l
ム
)

優
勝
植
松
婦
人
ク
ラ
ブ

二
位

九
電
婦
人
ク
ラ
ブ

の

他

そ
圃
交
通
止
め

市
は
、
下
水
道
工
事
の
た
め、

次
の
と
お
り
車
両
の
通
行
を
制
限

し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
、
特
に
周
辺
住

民
の
皆
さ
ん
に
は
、
大
変
ど
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く

ど
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
津
都
市
下
水
路

場

所

原

口

交
差
点
よ
り
市
道
二

六
号
(
子
供
の
家
前
付
近
)

期
間
五
十
二
年
九
月
三
十
日
ま

で
竹
松
駅
前
都
市
下
水
路

場
所

桝
本
病
院
前
国
道
よ
り
市

道
一
六

O
号
富
の
原
一
号
線

(
三
間
道
路
)
ま
で

期
間
五
十
二
年
八
月
三
十

一
日

ま
で
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